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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策のもと、一部企業による収益・雇用情勢

の改善などにより、緩やかな回復傾向がみられました。一方で、中国をはじめとした新興国経済の減速懸念や英国の

ＥＵ離脱問題などによる不安定な為替・株式市場等の影響などにより、引き続き先行き不透明な状況で推移しました。 

繊維業界においては、低調な個人消費や企業間競争が一段と激化するなど、依然として厳しい環境にあります。 

このような状況において当社グループは、中期経営計画『ＡＴＳＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０１７』の２年目のスタートにあた

る当第１四半期連結累計期間を重要な位置づけとして、「製造原価の低減」、「強いアツギブランドの構築」、「営業戦

略の強化」、「海外販売の拡大」、「人事戦略の強化」の５つの課題を念頭に置き、原料加工から最終製品までを一貫

生産し販売する専業メーカーとしての特性を活かし、価格を上回る価値ある商品の企画開発と、グループ全社を挙げ

て効率性アップに取り組み、収益改善に努めております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 5,204 百万円（前年同四半期比 5.8％減）、営業利益は 6 百万

円（前年同四半期は 36 百万円の損失）、経常損失は 65 百万円（前年同四半期は 167 百万円の利益）、親会社株主

に帰属する四半期純損失は 90 百万円（前年同四半期は 119 百万円の利益）となりました。 

 

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

靴下部門はプレーンストッキングが引き続き売れ筋となっているものの全般的には厳しく、ファッション商品やソック

スも伸び悩み、同部門の売上高は 4,312 百万円（前年同四半期比 8.3％減）となりました。 

インナーウエア部門はスポーツインナー関連が順調に推移し、同部門の売上高は 573 百万円（前年同四半期比

2.3％増）となりました。 

これらの結果、繊維事業の売上高は 4,885 百万円（前年同四半期比 7.1％減）、営業損失は 122 百万円（前年同

四半期は 159 百万円の損失）となりました。 

 

〔不動産事業〕  

不動産事業は保有資産の有効活用などにより、当事業の売上高は 167 百万円（前年同四半期比 0.9％増）、営業

利益は 113 百万円（前年同四半期比 10.3％減）となりました。 

 

〔その他〕 

その他の事業につきましては、介護用品の市場環境の変化などにより、厳しい状況が続いております。また、平成

27 年 11 月 6 日より太陽光発電による売電を開始いたしました。これらの結果、当事業の売上高は 151 百万円（前年

同四半期比 55.3％増）、営業利益は 16 百万円（前年同四半期は３百万円の損失）となりました。 

 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は 55,012 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,931 百万円減

少いたしました。これは主に、売上債権の減少 1,098 百万円、たな卸資産の増加 756 百万円、投資有価証券の減少

745 百万円および現金及び預金の減少 392 百万円等によるものであります。 

負債の部は 8,919 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 299 百万円増加いたしました。これは主に、通貨オプシ

ョンの増加 596 百万円、繰延税金負債の減少 187 百万円等によるものであります。 

純資産の部は 46,093 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,231 百万円減少いたしました。これは主に、親会

社株主に帰属する四半期純損失 90 百万円の計上や、前期決算に係る配当金 493 百万円による減少およびその他

の包括利益累計額の減少 1,633 百万円等によるものであります。 

この結果、当第 1 四半期連結会計期間末の自己資本比率は 83.6％（前連結会計年度末は 84.6％）となりました。 
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想につきましては、平成 28 年５月 13 日公

表の業績予想から変更はありません。 

 

 

 

2. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  

該当事項はありません。 

   

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。なお、これによる当第１四

半期連結累計期間の営業利益、経常損失および税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。 

 

(4) 追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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(3)　四半期連結財務諸表に関する注記事項

　(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　 該当事項はありません。

　(セグメント情報等)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間　（自　平成27年４月１日　　至　平成27年６月30日）

       報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 計

5,261 166 5,427 97 5,524 - 5,524

5,261 166 5,427 97 5,524 △0 5,524

△ 159 126 △ 33 △ 3 △ 36 - △ 36

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の仕入、販売および太陽光発電

事業であります。なお、太陽光発電設備は建設中であります。

(注) ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間　（自　平成28年４月１日　　至　平成28年６月30日）

       報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 計

4,885 167 5,053 151 5,204 - 5,204

4,886 167 5,054 151 5,205 △ 1 5,204

△ 122 113 △ 9 16 6 - 6

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の仕入、販売および太陽光発電

事業であります。

(注) ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

合計

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)2

-- △ 1

四半期連結
損益計算書
計上額(注)2

調整額

△0 -0

- 1

合計

1
　　又は振替高

(2) セグメント間の内部売上高
1

報告セグメント その他
(注)1

計

-00 -

(1) 外部顧客への売上高

　　又は振替高

報告セグメント その他
(注)1

　売上高

計

セグメント利益又は損失（△）

　売上高

(1) 外部顧客への売上高

セグメント利益又は損失（△）

(2) セグメント間の内部売上高
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